
まんのう町の春夏秋冬

里山の暮らしのそばに咲く花々（琴南地区/R8年５月）撮影：川西議員

すもも…庭先から

（仲南地区/R8年３月）撮影
：新開議員

 木蓮…光につつまれて（満濃地区/R8年５月）撮影：石﨑議員

もく れん

Magazine Phot o Gallery

ムラサキ
ツユクサ
ムラサキ
ツユクサ

フウランフウラン

アマリリスアマリリス

#人と自然が輝くまち

香川県 まんのう町

住みやすい町づくりを目指して
https://www.town.manno.lg.jp/life/4/25/ 皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

香
川
県

ま
ん
の
う
町

発
行
責
任
者
：
ま
ん
の
う
町
議
会
議
長
　
大
西
　
樹

編
集
：
ま
ん
の
う
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
T
E
L：
0
8
7
7-73
-010
9

住
所
：
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
4
3
0

印
刷
：
株
式
会
社
　
弘
栄
社

令
和
８
年
7月
１
日
発
行

2026.7 N
o.59

あ
と
が
き

議員が編集した、まんのう町民と議会をつなぐ広報誌

2026

59

59

令和８年
７月１日発行

NO.

７月バージョン
まんテンちゃん

      

　委
員
長

　 真
鍋
　泰
二
郎     

　春
風
や 

闘
志
い
だ
き
て 

丘
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

高
浜
虚
子

　改
選
を
経
て
、
１4
名
の
議
員
が
出
揃

い
ま
し
た
。

　新
人
・
若
手
の
斬
新
な
視
点
と
、
ベ

テ
ラ
ン
の
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
、
議

会
の
本
分
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
議
会
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
声
を
な
く
せ
る
よ
う
、
議
会
広

報
委
員
会一同
、「
議
会
だ
よ
り
」の
新
た

な
形
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

まんのう町議会
ホームページ

Magazine Phot o Gallery

　～人と自然が輝くまち～

Magazine Phot o Gallery

　～人と自然が輝くまち～

今回の定例会

３月

９月

12月 ６月

To be continued

新たな構成で、町議会始動！！　　
議長あいさつ  ………………………………… 2
臨時会・３月定例会   ………………………… 4
委員会報告 …………………………………… 16
９人が町の考えを問う 一般質問 ………… 19
まんのう町の春夏秋冬　 ……………………  24

小学校運動会 議
会
広
報
特
別
委
員
会

〈 

委  

員  

長 

〉  

真
　鍋
　泰
二
郎

〈 

副
委
員
長 

〉  

新
　開
　洸
太
朗

〈 

委  

　  

員 

〉  

白
　川
　正
　樹

〈 

委  

　  

員 

〉  

川
　西
　米
希
子

〈 

委  

　  

員 

〉  

石
　﨑
　保
　彦

〈 

委  

　  

員 

〉  

森   

　
　
　
　敬

14 名のレギュラーチームで
　４年間、力を合わせて
　頑張ろう。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算
額
は

１
２
０
億
９
１
０
０
万
円

に
し
ま
す
。

例によって覚え方はまんのう町の
ひとには悔いが残らないように執行しよう。

異議なし

１ ２ ０ ９ １

より開かれた議会へ！
作・画　願井　叶



決意を胸に、議員一同 力を合わせてまいります
14名の議員をご紹介します。

　

 

議
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

  

　

 

ま
ん
の
う
町
議
会
議
長

　　

大
西

　

  

樹

　   

　
こ
の
度
、
令
和
８
年
第
２
回

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
10

代
ま
ん
の
う
町
議
会
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　「
安
心
と
活
力
を
」と
銘
打
ち
、

町
民
生
活
に
寄
り
添
い
、
町
民

の
皆
様
が
安
心
・
安
全
を
実
感

で
き
る
町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
員
が
自
由
闊
達
に
品
格
あ
る
議

論
を
交
わ
せ
る
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
令
和
８
年
５
月

新たな構成で、町議会始動!!

ま

ん

の

う

町

議

会

 

常

任

委

員

会

構

成
 

お
お
に
し

　 し
げ
き

大
西  

樹  

議
員
　町
議
９
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　養
蜂
・
き
の
こ
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

う
が

● 

座
右
の
銘 

「
雨
だ
れ
石
を
穿
つ
」

議席番号14 

 

す
ず  
き       

た
か
ひ
ろ

鈴
木  
崇
容  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　読
書
・
ゴ
ル
フ

● 

座
右
の
銘 

「
意
識
は
知
識
」

議席番号６ 

 

つ
ね
か
ね

　 め
ぐ
み

常
包  

恵  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
水
泳

● 

座
右
の
銘 

「
一
人
の
力
は
微
力
、

　
　
　
　
　
　
　
で
も
無
力
で
は
な
い
」

議席番号７ 

き
ょ
う
か
ね     

あ
い  

こ

京
兼  

愛
子  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　舞
踊
・
詩
踊
・
カ
ラ
オ
ケ

● 

座
右
の
銘 

「
清
く
正
し
く
美
し
く
」

議席番号８ 

 

し
ん
か
い

　

   

こ
う  

た  

ろ
う

新
開  

洸
太
朗  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
読
書

● 

座
右
の
銘 

「
大
調
和
」

議席番号１ 

 

か
わ
に
し      

ま    

き    

こ

川
西  

米
希
子  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　公
明
党

● 

趣
味

　野
菜
の
ポ
ッ
ト
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

こ
が
ね
　
　
　
　
　 

し
ん
き
ん
　
　           

● 

座
右
の
銘 

「
金
は
や
け
ば
真
金
と
な
る
」

議席番号９ 

 

も
り

　

     

た
か
し

森    

敬  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
（
マ
ン
ガ
）

● 

座
右
の
銘 

「
あ
ん
し
ん
運
転
し
よ
う
〜
」

議席番号２ 

 

ご
う  

だ 

　  

ま
さ  

お

合
田  

正
夫  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　カ
ラ
オ
ケ

● 

座
右
の
銘 

「
日
々
努
力
」

議席番号10 

 

は
し  

だ

　

    

あ
き  

お

橋
田  

明
夫  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　国
民
民
主
党

● 

趣
味

　自
転
車

● 

座
右
の
銘 

「
小
さ
な
積
み
重
ね
が

　
　
　
　
　
　
大
き
な
未
来
に
つ
な
が
る
」

議席番号３

  

み  

よ
し 

　 い
く  

お

三
好  

郁
雄  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ス
ポ
ー
ツ

● 

座
右
の
銘 

「
明
日
の
笑
顔
」

議席番号11 

 

ま
な  

べ

　

    

た
い  

じ  

ろ
う

真
鍋  

泰
二
郎  

議
員
　町
議
２
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　史
跡
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
つ
し
　
　       

お
こ
た

● 

座
右
の
銘 

「
慎
み
て 

な
怠
り
そ
」

議席番号４ 

 

し
ら
か
わ 

　 ま
さ  

き

白
川  

正
樹  

議
員
　町
議
６
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　読
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

わ
れ 

い 

が
い 

み
な 

わ
が
し
な
り

● 

座
右
の
銘 

「
我
以
外
皆
我
師
也
」

議席番号12 

 

い
し
ざ
き 

　 や
す
ひ
こ

石
﨑  

保
彦  

議
員
　町
議
２
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　弓
道

● 

座
右
の
銘 

「
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
心
の
反
映
」

議席番号５ 

 

ま
つ 

し
た 

　 か
ず  

み

松
下  

一
美  

議
員
　町
議
９
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　旅
行
・
読
書

● 

座
右
の
銘 

「
一
期
一
会
」

議席番号13 

議
会
運
営
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　

 

石
　﨑
　保
　彦

副
委
員
長 

合
　田
　正
　夫

委

　
　

 

員 

白

　川

　正

　樹

委

　
　

 

員

　

 

三

　好

　郁

　雄

委

　
　

 
員

　

 

鈴

　木

　崇

　容

委

　
　

 
員

　
 

新

　開

　洸
太
朗

委

　
　

 

員

　

 
大

　西

　
　
　樹

委 

員 

長
　

 

松
　下
　一
　美

副
委
員
長 

真
　鍋
　泰
二
郎

委

　
　

 

員 

川

　西

　米
希
子

委

　
　

 

員 

京

　兼

　愛

　子

委

　
　

 

員 

常

　包

　
　
　恵

委

　
　

 

員 

橋

　田

　明

　夫

委

　
　

 

員 

森   

　
　
　
　敬

委 

員 

長
　

 

三
　好
　郁
　雄

副
委
員
長 

松
　下
　一
　美

委

　
　

 

員 

常

　包

　
　
　恵

委

　
　

 

員 

石

　﨑

　保

　彦

委

　
　

 

員 

橋

　田

　明

　夫

委

　
　

 

員 

新

　開

　洸
太
朗

委 

員 

長
　

 

真
　鍋
　泰
二
郎

副
委
員
長 

新
　開
　洸
太
朗

委

　
　

 

員 

白

　川

　正

　樹

委

　
　

 

員

　

 

川

　西

　米
希
子

委

　
　

 

員

　

 

石

　﨑

　保

　彦

委

　
　

 

員

　

 

森   

　
　
　
　敬

議  長

大  西　 樹
副議長

常  包　 恵

 vol.59　まんのう町 vol.59　まんのう町議会議会だよりだより 2



決意を胸に、議員一同 力を合わせてまいります
14名の議員をご紹介します。

　

 

議
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

  

　

 

ま
ん
の
う
町
議
会
議
長

　　

大
西

　

  

樹

　   

　
こ
の
度
、
令
和
８
年
第
２
回

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
10

代
ま
ん
の
う
町
議
会
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　「
安
心
と
活
力
を
」と
銘
打
ち
、

町
民
生
活
に
寄
り
添
い
、
町
民

の
皆
様
が
安
心
・
安
全
を
実
感

で
き
る
町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
員
が
自
由
闊
達
に
品
格
あ
る
議

論
を
交
わ
せ
る
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
令
和
８
年
５
月

新たな構成で、町議会始動!!

ま

ん

の

う

町

議

会

 

常

任

委

員

会

構

成

 

お
お
に
し

　 し
げ
き

大
西  

樹  

議
員
　町
議
９
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　養
蜂
・
き
の
こ
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

う
が

● 

座
右
の
銘 

「
雨
だ
れ
石
を
穿
つ
」

議席番号14 

 

す
ず  

き       

た
か
ひ
ろ

鈴
木  

崇
容  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　読
書
・
ゴ
ル
フ

● 

座
右
の
銘 

「
意
識
は
知
識
」

議席番号６ 

 

つ
ね
か
ね

　 め
ぐ
み

常
包  

恵  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
水
泳

● 

座
右
の
銘 

「
一
人
の
力
は
微
力
、

　
　
　
　
　
　
　
で
も
無
力
で
は
な
い
」

議席番号７ 

き
ょ
う
か
ね     

あ
い  

こ

京
兼  

愛
子  

議
員
　町
議
３
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　舞
踊
・
詩
踊
・
カ
ラ
オ
ケ

● 

座
右
の
銘 

「
清
く
正
し
く
美
し
く
」

議席番号８ 

 

し
ん
か
い

　

   

こ
う  

た  

ろ
う

新
開  

洸
太
朗  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
読
書

● 

座
右
の
銘 

「
大
調
和
」

議席番号１ 

 

か
わ
に
し      

ま    

き    

こ

川
西  

米
希
子  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　公
明
党

● 

趣
味

　野
菜
の
ポ
ッ
ト
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

こ
が
ね
　
　
　
　
　 

し
ん
き
ん
　
　           

● 

座
右
の
銘 

「
金
は
や
け
ば
真
金
と
な
る
」

議席番号９ 

 

も
り

　

     

た
か
し

森    

敬  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
（
マ
ン
ガ
）

● 

座
右
の
銘 

「
あ
ん
し
ん
運
転
し
よ
う
〜
」

議席番号２ 

 

ご
う  

だ 

　  

ま
さ  

お

合
田  

正
夫  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　カ
ラ
オ
ケ

● 

座
右
の
銘 

「
日
々
努
力
」

議席番号10 

 

は
し  

だ

　

    

あ
き  

お

橋
田  

明
夫  

議
員
　町
議
１
期

● 

所
属

　国
民
民
主
党

● 

趣
味

　自
転
車

● 

座
右
の
銘 

「
小
さ
な
積
み
重
ね
が

　
　
　
　
　
　
大
き
な
未
来
に
つ
な
が
る
」

議席番号３

  

み  

よ
し 

　 い
く  

お

三
好  

郁
雄  

議
員
　町
議
５
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　ス
ポ
ー
ツ

● 

座
右
の
銘 

「
明
日
の
笑
顔
」

議席番号11 

 

ま
な  
べ

　
    

た
い  

じ  

ろ
う

真
鍋  
泰
二
郎  

議
員
　町
議
２
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　史
跡
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
つ
し
　
　       

お
こ
た

● 

座
右
の
銘 

「
慎
み
て 
な
怠
り
そ
」

議席番号４ 

 

し
ら
か
わ 

　 ま
さ  

き

白
川  

正
樹  

議
員
　町
議
６
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　読
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

わ
れ 

い 

が
い 

み
な 

わ
が
し
な
り

● 

座
右
の
銘 

「
我
以
外
皆
我
師
也
」

議席番号12 

 

い
し
ざ
き 

　 や
す
ひ
こ

石
﨑  

保
彦  

議
員
　町
議
２
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　弓
道

● 

座
右
の
銘 

「
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
心
の
反
映
」

議席番号５ 

 

ま
つ 

し
た 

　 か
ず  

み

松
下  

一
美  

議
員
　町
議
９
期

● 

所
属

　無
所
属

● 

趣
味

　旅
行
・
読
書

● 

座
右
の
銘 

「
一
期
一
会
」

議席番号13 

議
会
運
営
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　

 

石
　﨑
　保
　彦

副
委
員
長 

合
　田
　正
　夫

委

　
　

 

員 

白

　川

　正

　樹

委

　
　

 

員

　

 

三

　好

　郁

　雄

委

　
　

 

員

　

 

鈴

　木

　崇

　容

委

　
　

 

員

　

 

新

　開

　洸
太
朗

委

　
　

 

員

　

 

大

　西

　
　
　樹

委 

員 

長
　

 

松
　下
　一
　美

副
委
員
長 

真
　鍋
　泰
二
郎

委

　
　

 

員 

川

　西

　米
希
子

委

　
　

 

員 

京

　兼

　愛

　子

委

　
　

 

員 

常

　包

　
　
　恵

委

　
　

 

員 

橋

　田

　明

　夫

委

　
　

 

員 

森   

　
　
　
　敬

委 

員 

長
　

 

三
　好
　郁
　雄

副
委
員
長 

松
　下
　一
　美

委

　
　

 

員 

常

　包

　
　
　恵

委

　
　

 

員 

石

　﨑

　保

　彦

委

　
　

 

員 

橋

　田

　明

　夫

委

　
　

 

員 

新

　開

　洸
太
朗

委 

員 

長
　

 

真
　鍋
　泰
二
郎

副
委
員
長 

新
　開
　洸
太
朗

委

　
　

 

員 

白

　川

　正

　樹

委

　
　

 

員

　

 

川

　西

　米
希
子

委

　
　

 

員

　

 

石

　﨑

　保

　彦

委

　
　

 

員

　

 

森   

　
　
　
　敬

議  長

大  西　 樹
副議長

常  包　 恵
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学校給食の無償化

感震ブレーカー
設置補助金

企業誘致推進事業
（奨励金）

地域を支える
集落営農加速化事業

予算額（概算）　　

教育費
13億9384万9千円

こども園や小中学校、
公民館、体育館運営
の費用など

民生費
33億972万7千円

障がい者や高齢者に
対する福祉の充実、
子育て支援など

総務費
26億4027万1千円

全般的な事務や総合
計画策定、財産管理、
統計、税の課税や徴
収など

農林水産業費
9億779万2千円

農林水産業の振興や
農・林道の整備など

商工費
2億821万6千円

商工業や観光の振興
など

労働費
4252万3千円

勤労青少年ホームの
運営など

衛生費
6億7754万1千円

環境保全、疾病予防、
健康増進など

災害復旧費
1万7千円

大雨、暴風、地震
などの災害により
被災した施設などを
復旧

議会費
1億2198万2千円

議会の運営など

土木費
4億3002万9千円

道路や河川、公園
などの社会資本整備

消防費
6億7412万7千円

消防や災害対策

予備費
500万円

予期しなかった予算
外の支出に対応

諸支出金
9831万7千円

他の支出科目に含ま
れない経費

公債費
15億8160万9千円

町債の元金・利子や
一時借入金の支払い

令和８年度 一般会計当初予算 120億9100万円を可決

まんのう町のお金、どう使う？まちの未来を支える重点事業

コンセントタイプ

“自立財政”への   移行を見据えて！

歳出：目的別経費

３月
定例会

チェック！

学校教育の充実

農林業の振興農林業の振興 活力創造と改革活力創造と改革

生活安全対策の充実生活安全対策の充実

3660万円小学校

30万円

2573万1千円

1798万2千円

1031万9千円

中学校
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政務活動費の主な使途

議会機能強化と透明性向上へ
　          　　令和8年４月からスタート!!議会改革を実施

※特別職報酬等の答申を受け、執行部より提出された
　令和８年５月より議員報酬を引き上げる条例の一部
　改正案を可決しました。

３月
定例会

提案理由（要約）

議　長

副議長

議　員

月額　358,000円（＋３万円)

月額　319,000円（＋２万円）

月額　304,000円（＋２万円）

　本改正は、まんのう町の特別職報酬等審議会の答申に基づくものである。
　本町の町議会議員の報酬は、近隣自治体と比べ報酬水準が低く、合併以来引き上げ改定がおこなわ
れていない。さらに議員定数削減により議員一人当たりの責任が増すことなどを踏まえ改定が適当で
あると判断し提案する。

●研修参加の際の交通費や受講料　
●資料・書籍の購入費　
●事務用品等の備品購入費　
●町政に関する広報誌の印刷費など

廃 止

第１回
臨時会
（1月）

議案第１号 議員報酬を改定

発委第 1号 常任委員会を3委員会から2委員会に再編

発議第 1号 費用弁償（日額1,500円）

発議第３号 政務活動費の運用規則を制定

※建設経済常任委員会の所管事項は
　総務建設常任委員会へ移管し、琴南
　支所および仲南支所の所管事務は、
　教育民生常任委員会に移管しました。

※議員が本会議や委員会に出席した際に支給される費用弁償(日額1500円)を廃止しました。

※政務活動費の新設に伴い、政務活動費の交付申請、交付決定、請求および収支報告の提出、
　会計帳簿、証拠書類の整理・保管について必要な事項を定め、制度の適正かつ円滑な運用を図
　ることとしました。

　　　　　  前

総務常任委員会（６名）

建設経済常任委員会（５名）

教育民生常任委員会（５名）

　　　　　  後

総務建設常任委員会（７名）

　 　　　(廃止)

教育民生常任委員会（７名）

新 設発議第２号 政務活動費（年額上限15万円）
※政務活動費は各議員の申請に基づき、条例および規則で定める対象経費に対して交付され
　るもので、年間の上限額は15万円です。
※議員が実施する調査研究、研修、各種会議への参加等、町政の課題や町民の意志を把握し、
　町政に反映させる活動等に要する経費に対して交付されます。

　政務活動費の交付は、議会・議員活動に
関するものに限られ、政党活動・選挙活動・
後援会活動などは交付の対象外です。

住民のみなさまへ 　議員報酬の引き上げに見合う成果を上げるため、住民のみなさまの声に真摯
に向き合い、政務活動費も活用して調査研究と政策提言に努めます。また、活動
内容を積極的に公開し、説明責任を果たしながら、より良いまちづくりに全力を
尽くします。
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臨時会 臨時会

仲南道の駅

◎
国
の
バ
ス
運
転
手
の
処
遇
改
善
に
伴

う
運
賃
見
直
し
を
受
け
、
有
限
会
社

琴
空
バ
ス
及
び
琴
参
バ
ス
株
式
会
社

と
締
結
し
て
い
る
運
行
管
理
業
務
の

限
度
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
満
濃
中
学
校

バ
ス
運
行
業
務
３
０
０
万
円
、
仲
南

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
業

務
２
０
０
万
円
増
額
し
た
。

◎
物
価
高
騰
対
策
臨
時
地
域
応
援
商
品

券
配
布
事
業
費
は
２
億
６
７
４
１
万

円
の
増
額
で
、
国
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
交
付
金
を
受
け
て
、
全
町
民
に

1
万
5
千
円
の
地
域
応
援
商
品
券
を

配
布
す
る
と
し
た
。

◎
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
経

営
継
続
を
す
る
た
め
に
1
年
毎
に

債
務
負
担
行
為
の
変
更
を
行
う
方

針
と
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
と
令

和
７
年
度
上
半
期
の
経
営
状
況
が
ほ

ぼ
同
程
度
で
、
令
和
８
年
度
も
同

程
度
の
運
営
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
債
務
負
担
行
為
限
度
額
に

２
２
６
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

６
６
７
１
万
5
千
円
と
し
た
。

 

令
和
８
年 

【
議
案
第
１
号
】  　

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
報

酬
を
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案
を
可
決

し
た
。（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）

【
議
案
第
２
号
】 

令
和
７
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

2
億
６
７
４
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
３
６
億
４
１
４
８
万
5
千
円
と
し

た
。

【
選
挙
】  

　
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
。

◇
議
長

　
　
　
　
　
　
大
西　
樹　
　
　
9
票

　
　
　
　
　
　
白
川　
正
樹　
　
3
票

　
　
　
　
　
　
川
西　
米
希
子　
2
票

◇
副
議
長

　
　
　
　
　
　
常
包　
恵　
　
　
9
票

　
　
　
　
　
　
真
鍋　
泰
二
郎　
5
票

原
案

可
決

原
案

可
決

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

即
決
案
件

当当
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臨時会 臨時会/3月定例会

け
承
認
し
た
。
課
税
限
度
額
の
変
更
、

軽
減
判
定
所
得
基
準
の
変
更
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
課
税
額
の
創

設
を
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】  　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
７
年
度
繰
越
町（
吉
野
地
区
）

企
業
用
地
造
成
工
事
）

〈
契
約
金
額
〉　　
　
金
９
７
９
０
万
円

　
　
　
　
（
う
ち
消
費
税
８
９
０
万
円
）

〈
契
約
の
相
手
方
〉　

　
青
葉
工
業
株
式
会
社　
善
通
寺
支
店

　
　
　
取
締
役
支
店
長　
冨と
み
田た　
浩ひ
ろ
司し

【
議
案
第
４
号
】  　

監
査
委
員（
議
会
選
出
監
査
委
員
）

選
任
の
同
意

　
監
査
委
員
選
任
に
同
意
し
た
。　
　

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
京
兼　
愛
子

原
案

可
決

【
議
案
第
１
号
】  　

専
決
処
分
の
承
認

（
町
税
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
と
の
報
告
を
受

け
承
認
し
た
。
一
部
改
正
に
よ
る
影
響

と
し
て
、
車
の
環
境
性
能
割
の
廃
止（
車

両
取
得
時
に
課
さ
れ
る
税
が
令
和
８
年

3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
）で

４
４
０
万
円
の
減
収
見
込
み
で
あ
る
が
、

地
方
特
例
交
付
金
に
て
補
填
さ
れ
る
。

【
議
案
第
２
号
】  　

専
決
処
分
の
承
認

（
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
と
の
報
告
を
受

【
議
案
第
１
号
】  　

専
決
処
分
の
承
認

(

令
和
７
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
４
号))

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
要
す
る
費
用

１
５
４
１
万
5
千
円
を
追
加
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認
し

た
。

【
議
案
第
５
号
】 

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

(

令
和
７
年
度
町
情
報
基
盤
更
新

事
業（
仲
南
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）機
器

更
新
工
事)

　
令
和
7
年
度
の
情
報
基
盤
更
新
事
業

（
仲
南
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）に
つ
い
て
工
事

請
負
変
更
契
約
を
締
結
し
た
。

〈
変
更
契
約
金
額
〉　　
　

　
　
　
　
　
△
１
５
３
万
８
９
０
０
円

〈
既
契
約
金
額
〉　

　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
３
２
０
万
円

　
　
　
　
（
内
消
費
税
１
１
２
０
万
円)

 

令
和
８
年 

【
報
告
第
１
号
】  　

専
決
処
分
の
報
告

(

保
育
利
用
料
金
請
求
事
件)　

　
保
育
料
滞
納
者
に
対
し
未
払
い
保
育

料
の
支
払
い
を
求
め
、
裁
判
所
に
督
促

の
申
し
立
て
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。

【
報
告
第
２
号
】  　

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
の
変
更　

　
平
時
の
備
え
や
感
染
症
発
生
時
の
対

応
を
定
め
る
町
の
行
動
計
画
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
国
・
県
の
計
画
改
定
に
合
わ
せ
、

町
も
行
動
計
画
を
全
面
的
に
変
更
し
た

と
の
報
告
を
受
け
た
。

３
月
定
例
会

即
決
案
件

原
案

承
認

原
案

承
認

原
案

承
認

同
意

即
決
案
件
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臨時会 臨時会/3月定例会３月定例会 ３月定例会

コンパクトになった発電設備（仲南サブセンター）

【
発
議
第
２
号
】  　

町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

政
務
活
動
費
制
度
を
新
た
に
整
備

し
、
議
会
活
動
の
透
明
性
の
向
上
と
政

策
立
案
能
力
の
向
上
を
図
り
、
町
民
の

理
解
と
信
頼
の
確
保
に
資
す
る
た
め
条

例
を
制
定
し
た
。(

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ)

【
発
議
第
３
号
】  　

町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
規
則
の
制
定

　
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
規

則
を
制
定
し
た
。(

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ)

【
発
委
第
1
号
】  　

町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
運
営
委
員
会
提
出

　
令
和
8
年
4
月
の
町
議
会
議
員
選
挙

後
に
お
け
る
議
員
定
数
削
減
に
伴
い
、

常
任
委
員
会
を
3 

委
員
会
か
ら
2
委

員
会
へ
再
編
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
。(

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ)

【
発
議
第
1
号
】  　

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
議
員
の
費
用
弁
償
を
廃
止
す
る
た
め

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

(
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ)

〈
既
契
約
の
相
手
方
〉　

　
高
松
市
西
宝
町

　
　
株
式
会
社
四
電
工　
香
川
支
店　

　
　
常
務
執
行
役
員
支
店
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋あ
き
づ
き月　
伸の
ぶ
夫お

原
案

可
決

【
議
案
第
18
号
】 

副
町
長
選
任
の
同
意

　
副
町
長
選
任
に
同
意
し
た
。

○
公
文　
　
　
長な

が
も
り森　
正ま
さ
志し　
氏(

再)     

【
議
案
第
19
号
】 

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
し

た
。

○
中
通　
　
　
谷た
に
ぐ
ち口　
真し
ん
司じ　
氏(

再) 

    【
諮
問
第
1
号
】  　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
適
任
と
認
め
た
。

○
七
箇　
　
　
石い
し
か
わ川　
泰や
す
史し　
氏(

新)     

同
意

同
意

適
任

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決
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３月定例会 ３月定例会

満濃中学校の給食風景

執
行
部 

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

は
、
補
助
対
象
で
あ
る
。

【
議
案
第
９
号
】  　

令
和
７
年
度
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
実
績
見
込
み
に

基
づ
き
減
額
を
行
い
、
直
営
診
療
施
設

勘
定
内
科
で
は
実
績
精
査
等
に
よ
り
減

額
を
行
な
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

医
療
用
機
器

委 

員

 

直
営
診
療
施
設
勘
定
内
科
の

医
療
用
機
械
器
具
修
繕
料
と
、
医
療
用

機
器
リ
ー
ス
料
の
減
額
要
因
は
。

執
行
部 

修
繕
料
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
修
繕
が
な
か
っ
た
た
め
精
査
の
上

減
額
し
た
も
の
で
あ
り
、
リ
ー
ス
料
に

つ
い
て
は
、
在
宅
酸
素
機
器
の
使
用
人

数
減
少
が
要
因
で
あ
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

個
別
の
事
情
に
対
応

委 

員

 

ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
が

食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
への
対
応
は
。

執
行
部 

ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
診
断
情
報

を
記
録
し
た
管
理
表
に
基
づ
き
、
給
食

が
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
事
情
に
応
じ
た
補
助
要
綱

を
整
備
し
、
該
当
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
へ
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

委 

員

 

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対

応
は
。

原
案

可
決

原
案

可
決

　
各
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
案
件
に

つ
い
て
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出

と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を

行
な
っ
た
。

【
議
案
第
３
号
】  　

町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の
開
始

に
伴
い
国
の
基
準
に
基
づ
く
確
認
を
町

が
行
う
た
め
、
事
業
の
運
営
基
準
を
定

め
る
条
例
を
制
定
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

運
営
基
準
を
制
定

委 

員

 

こ
の
条
例
の
趣
旨
は
。

執
行
部 

令
和
８
年
４
月
か
ら
本
格
実

施
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
町
が
基
準
を
定
め
て
事
業
者
の
実

施
の
適
否
を
判
断
す
る
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

制
度
の
利
用
対
象
児

委 

員

 

事
業
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

の
年
齢
は
。

執
行
部 

０
歳
6
か
月
か
ら
3
歳
未
満

で
あ
る
。

急
病
時
の
体
制

委 

員

 

子
ど
も
が
急
病
時
の
受
診
先

は
、
提
携
も
し
く
は
契
約
し
た
医
療
機

関
と
な
る
の
か
。

執
行
部 
事
前
面
接
時
に
、
子
ど
も
の

か
か
り
つ
け
医
を
把
握
、
記
録
し
緊
急

時
に
備
え
る
。

【
議
案
第
４
号
】  　

町
学
校
給
食
費
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

　
国
・
県
の
補
助
金
を
受
け
て
、
令
和

８
年
度
か
ら
実
施
す
る
小
学
校
の
給
食

費
無
償
化
と
、
地
方
単
独
事
業
と
し
て

実
施
す
る
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

伴
う
必
要
な
条
例
改
正
を
行
な
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

付
託
案
件

原
案

可
決
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３月定例会 ３月定例会

内科診療所（造田）

執
行
部 

生
産
年
齢
人
口
か
ら
65
歳
以

上
へ
の
移
行
が
進
み
、
後
期
高
齢
者
人

口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

必
要
予
算
額
も
増
加
傾
向
が
続
く
と
予

想
さ
れ
る
。

【
議
案
第
16
号
】  　

令
和
８
年
度
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算（
案
）

　
歳
入
歳
出
総
額
を
前
年
度
比
２
４
４

０
万
円
、
0.9
％
増
の
26
億
９
６
４
０
万

円
と
し
た
。主

な
質
疑
と
答
弁

欠
員
補
充
で
体
制
確
保

委 

員

 

地
域
支
援
事
業
費
に
お
け

る
任
意
事
業
の
内
容
と
減
額
要
因
は
。

執
行
部 

成
年
後
見
制
度
や
虐
待
関
連

事
業
に
係
る
社
会
福
祉
士
の
人
件
費
で

あ
り
、
昨
年
度
は
2
名
分
計
上
し
て
い

た
が
、
令
和
８
年
度
は
1
名
減
と
な
る

こ
と
が
減
額
の
要
因
で
あ
る
。

診
療
収
入
お
い
て
国
民
健
康
保
険
、
社

会
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
度
比
増
減
は
、
各
保
険
区

分
間
の
移
動
に
よ
る
も
の
か
。

執
行
部 

概
ね
そ
う
で
あ
る
。

【
議
案
第
15
号
】  　

令
和
８
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算（
案
）

　

歳
入
歳
出
総
額
を
前
年
度
比
５
４
７

０
万
円
、14・7
％
増
の
４
億
２
６
７
０
円

と
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

後
期
高
齢
者
人
口
の
増
加

委 

員

 
前
年
度
比
14
・
7
％
増
の
計

上
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
同
様
の

傾
向
が
続
く
の
か
。

【
議
案
第
10
号
】  　

令
和
７
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）

　

負
担
金
額
の
確
定
や
決
算
見
込
み
の

精
査
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
減
額
し

た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

負
担
金
確
定
に
伴
い
減
額

委 

員

 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
負
担
金
の
減
額
要
因
は
。

執
行
部 

不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
前
年

度
実
績
を
基
に
予
算
計
上
し
、
金
額
確

定
後
に
不
用
額
を
減
額
し
て
い
る
こ
と

が
要
因
で
あ
る
。

【
議
案
第
11
号
】  　

令
和
７
年
度
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
３
号
）

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
や
特
定
入

居
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
を
実
績
見
込

み
に
よ
り
減
額
し
、
こ
れ
に
伴
い
歳
入

も
減
額
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

実
績
確
定
に
伴
い
減
額

委 

員

 

特
定
入
居
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
負
担
金
の
減
額
要
因
は
。

執
行
部 

各
サ
ー
ビ
ス
で
増
額
に
備
え

余
裕
を
持
っ
て
予
算
計
上
し
て
お
り
、

実
績
確
定
に
伴
い
減
額
し
た
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。

【
議
案
第
14
号
】  　

令
和
８
年
度
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算（
案
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
前
年
度
比

１
８
０
０
万
円
、0.8
％
増
の
21
億
６
８

０
０
万
円
と
し
た
ほ
か
、直
営
診
療
施

設
歯
科
の
歳
入
歳
出
総
額
を
４
５
０

万
円
、直
営
診
療
施
設
内
科
の
歳
入

歳
出
総
額
を
７
０
６
０
万
円
と
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

保
険
区
分
間
の
移
動
が
影
響

委 

員

 

直
営
診
療
施
設
内
科
の
外
来

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決
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３月定例会 ３月定例会

委 

員

 

維
持
修
繕
の
長
期
計
画
が
あ

れ
ば
、
負
担
金
の
見
通
し
も
立
て
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

執
行
部 

突
発
的
な
修
繕
の
可
能
性
も

あ
り
、
計
画
的
修
繕
の
み
で
負
担
金
の

見
通
し
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
。

【
議
案
第
17
号
】 

令
和
８
年
度
町
下
水
道
事
業
会
計

予
算（
案
）

　

収
益
的
収
支
で
は
、
収
入
総
額
を

１
億
８
４
３
９
万
5
千
円
、
支
出
総
額

を
１
億
８
５
４
２
万
3
千
円
と
し
、
営

業
費
用
や
、
営
業
外
費
用
な
ど
を
予
算

化
し
た
。
資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
総

額
を
１
億
１
３
４
０
万
円
、
支
出
総
額

を
１
億
３
５
６
２
万
5
千
円
と
し
建
設

改
良
費
、
流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
、

企
業
債
償
還
金
な
ど
を
予
算
化
し
た
。

【
議
案
第
12
号
】 

令
和
７
年
度
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）

　
収
益
的
支
出
は
、営
業
費
用
を
９
１
２

万
3
千
円
減
額
し
、総
額
１
億
８
４
３
３

万
7
千
円
と
し
た
。内
訳
は
、管
渠
費
１

３
４
万
２
千
円
、処
理
場
費
１
９
６
万
1

千
円
、総
係
費
５
８
２
万
の
減
額
。ま
た
、

資
本
的
収
入
は
１
４
４
０
万
円
減
額
し
、

総
額
１
億
９
０
９
万
円
と
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

負
担
金

委 

員

 

今
年
度
の
負
担
金
は
減
少
し

て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

執
行
部 

今
後
は
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
負
担
金
は
減
額
傾
向
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、
処
理
場
の
修
繕
費
な
ど
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
負
担
金
の
増
減
を
明
確

に
推
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

【
議
案
第
２
号
】 

町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
新
た
に
自
動
車
の
保
守
管
理
業
務
契

約
お
よ
び
広
報
紙
そ
の
他
定
期
刊
行
物

の
作
成
、
印
刷
ま
た
は
配
布
に
関
す
る

請
負
契
約
を
追
加
す
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

債
務
負
担
行
為
と
の
使
い
分
け

委 

員

 

議
会
へ
の
報
告
が
な
い
長
期

継
続
契
約
は
で
き
る
だ
け
限
定
的
に
す

べ
き
だ
が
、
債
務
負
担
行
為
と
の
使
い

分
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

執
行
部 

他
の
自
治
体
で
は
要
綱
運
用

の
例
も
あ
る
が
、
本
町
で
は
限
定
的
な

運
用
と
す
る
た
め
条
例
で
定
め
て
い
る
。

近
年
は
、
年
度
を
ま
た
ぐ
事
業
は
債
務

負
担
行
為
で
は
な
く
長
期
継
続
契
約
と

す
る
考
え
方
が
広
が
っ
て
い
る
。
広
報

総
務
常
任
委
員
会

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

委 

員

 

1
名
減
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低

下
の
懸
念
は
な
い
の
か
。

執
行
部 
新
年
度
に
は
1
名
の
補
充
を

予
定
し
て
い
る
。

健
康
寿
命
が
延
伸

委 

員

 

現
在
は
各
事
業
費
が
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

執
行
部 

住
民
の
健
康
意
識
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
か
ら
各
種
予
防
サ
ー
ビ

ス
へ
移
行
し
、
健
康
寿
命
が
伸
び
て
い

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

仲間と一緒にナイスショット！
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修繕予定の谷田橋

主
な
質
疑
と
答
弁

計
画
の
偏
り

委 

員

 

辺
地
債
は
、
教
育
や
福
祉
な

ど
多
方
面
に
活
用
で
き
る
が
、
整
備
計

画
が
道
路
関
係
に
偏
っ
て
い
る
。
各

課
へ
の
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の

か
。執

行
部 

各
課
へ
の
周
知
は
行
っ
て
い

る
が
、
事
業
財
源
や
本
町
に
お
け
る
辺

地
債
の
発
行
上
限
枠
が
あ
る
た
め
、
結

果
と
し
て
道
路
関
係
に
偏
っ
て
い
る
。

原
案

可
決

原
案

可
決

誌
は
毎
月
の
ペ
ー
ジ
数
で
費
用
が
変
動

す
る
た
め
、
年
間
上
限
額
を
固
定
す
る

債
務
負
担
行
為
よ
り
、
長
期
継
続
契
約

が
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

【
議
案
第
６
号
】 

塩
入
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更

　

令
和
６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
の

５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
に
、
林
道
小

弥
谷
左
岸
線
道
路
舗
装
事
業
を
新
た
に

加
え
た
。

【
議
案
第
７
号
】 

美
合
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更

　

令
和
６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
の

５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
に
、
林
道
花

び
ら
線
舗
装
及
び
改
良
事
業
、
谷
田
橋

修
繕
事
業
、
島
ヶ
峰
地
区
整
備
事
業
を

新
た
に
加
え
た
。

原
案

可
決

【
議
案
第
８
号
】 

令
和
７
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算(

案)（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
５
２
３

万
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
１
３
３
億
１
６
６
万
３
千
円

と
す
る
。

　

事
前
に
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
の
質
疑
を
行
い
、

執
行
部
の
説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務

常
任
委
員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

《
教
育
民
生
委
員
会
関
係
》

森
の
コ
ン
サ
ー
ト

委 

員

 

事
業
費
減
額
の
要
因
は
何

か
。執

行
部 

昨
年
度
は
２
部
構
成
で
開
催

し
、
今
年
度
も
同
等
の
予
算
を
計
上
し

て
い
た
が
、
１
部
構
成
で
開
催
し
た
た

め
減
額
と
な
っ
た
。

原
案

可
決

《
建
設
経
済
委
員
会
関
係
》

商
品
券
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

委 

員

 

物
価
高
騰
対
策
臨
時
地
域
応

援
商
品
券
配
布
事
業
に
お
け
る
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

執
行
部 

３
月
１
日
か
ら
５
月
末
ま
で
、

２
名
体
制
で
開
設
し
、
約
１
３
０
万
円

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

《
総
務
委
員
会
関
係
》

消
防
ポ
ン
プ
車
の
納
車
時
期

委 

員

 

令
和
８
年
度
に
繰
越
と
な
っ

た
仲
多
度
南
部
消
防
と
、
町
消
防
団
第

８
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
納
入
時
期

は
い
つ
か
。

執
行
部 

仲
多
度
南
部
消
防
は
夏
ご

ろ
、
第
８
分
団
は
年
内
に
納
車
予
定
で

あ
る
。
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《
総
務
委
員
会
関
係
》

財
政
調
整
基
金

委 

員

 

財
政
調
整
基
金
を
２
年
連
続

で
10
億
円
余
り
取
り
崩
す
予
定
で
、
令

和
８
年
度
末
の
残
高
が
10
億
７
千
万
に

な
る
見
込
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
財
政
運
営
と
見
通
し
は
ど
う
。

執
行
部 

当
初
予
算
で
は
約
10
億
円
を

取
り
崩
す
が
、
決
算
時
の
残
額
や
剰

余
金
を
積
み
増
す
こ
と
に
な
る
。
今

回
の
３
月
補
正
で
も
、
財
政
調
整
基

金
に
２
億
２
千
万
円
、
減
債
基
金
に

２
億
１
千
万
円
を
積
み
増
せ
る
状
況
で

あ
り
、
土
地
開
発
基
金
の
積
立
等
も
含

め
、
現
時
点
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
約
30
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
作

成
中
の
中
長
期
財
政
計
画
は
、
来
年
度

中
に
提
示
し
た
い
。

予
算
編
成

委 

員

 

す
で
に
予
算
計
上
し
て
い
る

案
件（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ル

大
屋
改
修
工
事
）に
つ
い
て
、
再
調
査

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。
本
来
、
事
業
の
緊
急
性
や
必

要
性
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
予
算
編

《
建
設
経
済
委
員
会
関
係
》

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

委 

員

 

申
請
や
実
績
報
告
書
等
の
事

務
処
理
が
懸
念
事
項
で
あ
る
。
作
成
資

料
が
多
く
煩
雑
で
あ
り
、
今
後
、
各
組

織
の
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
さ
ら
に

作
成
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

支
援
策
な
ど
の
研
究
を
し
て
ほ
し
い
。

執
行
部 

書
類
作
成
な
ど
の
事
務
処
理

の
大
変
さ
は
承
知
し
て
お
り
、
土
地
改

良
区
へ
の
業
務
委
託
と
い
っ
た
支
援

策
も
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
情

報
収
集
に
努
め
な
が
ら
研
究
を
進
め
た

い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

委 
員

 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
ホ
ー

ル
大
屋
根
改
修
工
事
費
及
び
実
施
設
計

管
理
業
務
委
託
料
約
３
９
０
０
万
円

に
つ
い
て
、
屋
根
鋼
材
の
音
鳴
り
な
ど

は
確
認
し
て
い
る
も
の
の
、
多
額
の
予

算
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
工
事
の
緊
急
性

や
必
要
性
、
危
険
性
を
改
め
て
十
分
調

査
・
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

執
行
部 

平
成
５
年
の
竣
工
以
来
、
屋

根
改
修
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
屋
根
鋼

材
の
音
鳴
り
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
が
、

申
入
れ
を
踏
ま
え
、
所
管
課
に
お
い
て

改
め
て
調
査
・
検
討
を
行
う
。

新設された手すり

地域で支える農村環境

【
議
案
第
13
号
】 

令
和
８
年
度
町
一
般
会
計
予
算

(

案)

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
２
０
億

９
１
０
０
万
円
と
す
る
。

　

事
前
に
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
の
質
疑
を
行
い
、

執
行
部
の
説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務

常
任
委
員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

《
教
育
民
生
委
員
会
関
係
》

町
民
文
化
ホ
ー
ル

委 

員

 

新
た
な
手
す
り
の
設
置
場
所

は
ど
こ
か
。

執
行
部 

ホ
ー
ル
後
方
の
両
サ
イ
ド
入

口
の
階
段
に
は
手
す
り
が
あ
る
が
、
前

方
席
の
両
サ
イ
ド
階
段
に
は
手
す
り
が

な
か
っ
た
た
め
、
特
に
高
齢
者
の
歩
行

に
お
け
る
危
険
性
を
考
慮
し
、
手
す
り

を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
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町議会は、町民の皆さんの意思を行政に反映させる機関です。
会議当日、受付で手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。
受付は、町役場４階議会事務局窓口で行います。
お気軽にお越しください。

詳しくは議会事務局へ  ☎0877-73-0109

町議会を傍聴してみよう

12月定例会　
傍聴合計人数　12名

傍聴にお越しいただきありがとうございます。
会議日程は、ホームページ、

告知放送でお知らせしています。

次回の定例会は
３月に開催予定です。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰

白川　正樹  議員 合田　正夫  議員

引
き
続
き
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議場の後方に傍聴席があります

南部消防の指令室

成
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
昨
年
の
島
ケ

峰
地
区
整
備
工
事
の
取
扱
い
経
過
も
踏

ま
え
、
慎
重
か
つ
適
切
な
対
応
を
求
め

る
。執

行
部 

所
管
課
に
お
い
て
改
め
て
調

査
・
検
討
し
、
議
会
に
も
説
明
し
た
う

え
で
、
今
後
の
対
応
を
決
定
す
る
。

消
防
の
広
域
化

委 

員

 

消
防
の
広
域
化
に
向
け
て
、

丸
亀
市
な
ど
２
市
１
町
と
の
消
防
指
令

台
の
共
同
運
用
や
、
メ
ー
カ
ー
を
同
地

域
と
合
わ
せ
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
に
す
る
方
向

と
聞
い
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

執
行
部 

指
令
台
を
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
に
変
更

す
る
に
は
５
億
円
以
上
必
要
と
の
見
積

書
が
提
出
さ
れ
た
う
え
、
仮
に
広
域
化

し
た
場
合
、
南
部
消
防
に
設
置
し
て
い

る
指
令
台
自
体
が
不
要
に
な
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
メ
ー
カ
ー

か
ら
大
幅
な
値
引
き
提
案
も
あ
っ
た
た

め
、
琴
平
町
、
ま
ん
の
う
町
、
南
部
消

防
で
協
議
の
結
果
、
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
て
現
行
の
富
士
通
製
に
決
定
し

た
。
な
お
、
南
部
消
防
の
広
域
化
に
つ

原
案

可
決

い
て
は
、
中
讃
広
域
管
理
者
会
に
お
い

て
正
式
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
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心に響くハーモニー

●
国
民
健
康
保
険

医
療
費
負
担
が

　
　
　
減
っ
た
理
由
は

【
委
員
】
国
民
健
康
保
険
の
療

養
費
・
高
額
療
養
費
の
保
険
者

負
担
が
、
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
要
因
は
何
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】主
な
要
因

は
、75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
や
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
る
15
歳
か

ら
74
歳
の
生
産
年
齢
人
口
層
に

お
け
る
人
口
減
少
や
人
口
動
態

の
変
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

●
介
護
予
防

今
後
も
充
実
し
た

　
　
　
　
取
り
組
み
を

【
委
員
】
介
護
予
防
の
各
事
業

に
つ
い
て
は
、
担
当
人
員
な
ど

の
事
情
か
ら
、
今
後
縮
小
す
る

可
能
性
は
な
い
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
運

営
体
制
の
充
実
を
図
り
、事
業

の
縮
小
で
は
な
く
、充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

あ
る
。
昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
二
部
構
成
か
ら
90
分

の
一
部
構
成
に
変
更
し
、
お
お

む
ね
好
評
で
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

令
和
８
年
度
の
開
催
内
容
に
生

か
し
た
い
。

●
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
を

次
年
度
に
反
映
さ
せ
る

【
委
員
】 

今
年
度
開
催
し
た「
森

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
評
価
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
現
在
、
入

場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
精
査
中
で

●
自
殺
予
防
講
演
会

多
く
の
参
加
者
で

　
　
　
　
関
心
高
ま
る

【
委
員
】
自
殺
予
防
講
演
会
を

開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
が
周
知
方
法
や
参
加
者

層
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
参
加
者
は

限
定
し
て
い
な
い
が
、
本
人
や

家
族
、
友
人
に
悩
み
を
抱
え
る

方
の
参
加
が
多
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
周
知
は
、
町
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
な

ど
へ
の
チ
ラ
シ
設
置
の
他
、
香

川
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
た
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

骨
折
予
防
へ
継
続
実
施
を

【
委
員
】 

今
年
度
初
め
て
実
施
し

た
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
や
骨
コ

ツ
教
室
は
、
高
齢
者
の
骨
折
予

防
や
将
来
的
な
医
療
・
介
護
費

用
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
今
年
度
は

総
合
健
診
協
会
へ
委
託
し
検
診

バ
ス
に
よ
る
集
団
検
診
を
実
施

し
た
。
令
和
８
年
度
以
降
も
継

続
し
、
骨
折
予
防
に
努
め
た
い
。

●
人
間
ド
ッ
ク
・
特
定
健
康
診
査

健
診
受
診
率
向
上
へ

　
　
　
　
成
果
上
が
る

【
委
員
】
本
町
の
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
状
況
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】人
間
ド
ッ

ク
の
受
信
状
況
は
良
好
で
県
内

で
も
優
れ
た
実
績
と
な
っ
て
い

る
。特
定
健
康
診
査
の
令
和
６

年
度
受
診
率
は
約
57
％
で
、県

内
で
も
高
い
水
準
で
あ
る
。が

ん
検
診
は
、お
お
む
ね
20
％
、乳

が
ん
検
診
は
県
平
均
22
％
に
対

し
本
町
は
33
％
で
、各
種
が
ん

検
診
に
お
い
て
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会  

報
告
報
告
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委員会報告 委員会報告

人と人がつながる交流の場　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
地
籍
調
査

予
算
不
足

【
委
員
】
農
地
の
売
買
に
お
い

て
、
農
地
機
構
の
予
算
不
足
に

よ
り
希
望
時
期
に
売
買
が
で
き

な
い
場
合
の
対
応
は
。

【
農
林
課
長
】
過
去
に
も
予
算

が
不
足
し
た
事
例
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
事
象
が
起
き
な
い
よ

う
要
望
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
引
き
続
き
要
望
す
る
。

●
た
め
池

渇
水
対
策

【
委
員
】
記
録
的
な
少
雨
で
、
た

め
池
の
貯
水
率
が
低
い
状
況
に

あ
る
が
、
作
付
け
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
自
然

相
手
の
こ
と
な
の
で
降
雨
を
待

つ
し
か
な
い
が
、
地
元
の
水
利

関
係
者
に
作
付
け
時
期
の
調
整

や
水
の
確
保
な
ど
を
お
願
い
し

て
お
り
、
町
と
し
て
で
き
る
限

り
の
対
策
は
講
じ
た
い
。

●
飲
料
水

貯
水
状
況

【
委
員
】
水
道
の
貯
水
池
の
水

位
も
低
く
、
生
活
用
水
へ
の
影

響
も
見
込
ま
れ
る
が
、
水
道
企

業
団
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
水
不
足
と
な
っ
た

場
合
、
水
道
企
業
団
は
、
ま
ん

の
う
町
の
状
況
だ
け
で
な
く
、

県
下
全
体
の
状
況
を
見
て
対
策

本
部
の
設
置
な
ど
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
本
町
で
は
現
在
、
町

対
策
本
部
を
設
置
し
、
水
道
企

業
団
と
も
連
携
を
と
り
今
後
に

備
え
て
い
る
。

●
こ
と
な
み
未
来
館

来
場
者
数

【
委
員
】
こ
と
な
み
未
来
館
の
利

用
人
数
の
減
少
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
全
体
的
に

利
用
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、

今
後
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お

り
、
多
く
の
利
用
者
を
見
込
ん

で
い
る
。

●
地
域
応
援
商
品
券

土
日
も
発
送

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
地
域
応
援

商
品
券
の
送
付
方
法
は
ど
の
よ

う
に
。

【
地
域
振
興
課
長
】
各
個
人
宛
に

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
の
送
付
を
予
定

し
て
お
り
、
土
日
の
お
届
け
も

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
不
在
時

の
場
合
は
再
配
達
も
可
能
で
あ

り
、
不
明
な
点
は
商
品
券
専
用

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
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委員会報告 委員会報告一般質問 一般質問一般質問 一般質問

期日前投票所（琴南地区）

新型Ｖ－ＯＮＵ

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
期
日
前
投
票
所

周
知
の
工
夫
を

【
委
員
】
琴
南
地
区
で
期
日
前

投
票
所
を
２
ヶ
所
開
設
し
た
が
、

住
民
へ
の
周
知
が
十
分
で
な
か
っ

た
。
衆
議
院
解
散
か
ら
公
示
ま

で
の
期
間
が
短
く
、
投
票
所
の

入
場
券
の
送
付
が
遅
れ
た
こ
と

も一因
と
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て

周
知
の
工
夫
を
求
め
る
と
共
に

開
設
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
も

要
望
す
る
。

【
総
務
課
長
】
利
用
者
が
増
え

る
よ
う
研
究
、
検
討
を
重
ね
る
。

【
総
務
課
長
】
年
齢
別
投
票
状

況
か
ら
移
動
手
段
の
確
保
を
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
投
票
時
間
に
つ
い

て
も
、
午
後
７
時
以
降
は
投
票

者
が
ゼ
ロ
と
な
る
投
票
所
も
多

い
た
め
、
他
市
町
の
動
向
や
時

間
短
縮
の
影
響
を
考
慮
し
、
投

票
時
間
の
見
直
し
も
検
討
事
項

と
し
て
い
る
。
今
春
の
町
長
・

町
議
選
に
は
間
に
合
わ
な
い

が
、
県
知
事
選
で
の
試
行
導
入

を
含
め
、
今
後
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
議
論
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

●
投
票
状
況
の
分
析

分
析
か
ら
見
え
る
課
題

【
委
員
】年
代
別
の
投
票
状
況
を

見
る
と
、80
歳
以
上
の
投
票
率

が
低
い
た
め
、令
和
４
年
に
行
政

視
察
を
し
た
島
根
県
浜
田
市
の

移
動
期
日
前
投
票
車
な
ど
、投

票
所
ま
で
の
移
動
手
段
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。ま
た
、時
間
別

の
投
票
状
況
で
は
、昼
間
の
投
票

者
は
多
い
も
の
の
夜
間
は
少
な

く
、投
票
者
ゼ
ロ
の
時
間
帯
も
あ

る
こ
と
か
ら
投
票
時
間
の
短
縮

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
音
声
告
知
放
送
端
末

　
（
Ｖ
ー
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）

交
換
の
進
捗
状
況

【
委
員
】
交
換
の
進
捗
状
況
と
、

今
後
の
進
め
方
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】
全
部
で
約

７
０
０
０
台
の
交
換
を
予
定
し

て
い
る
。
昨
年
10
月
か
ら
開
始

し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
、
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
、
す
べ
て

を
契
約
し
て
い
る
方
か
ら
優
先

的
に
交
換
を
進
め
て
い
る
。

●
議
会
で
の
答
弁

各
課
で
共
有
を

【
委
員
】
各
種
の
審
議
会
の
議
事

録
公
開
に
つ
い
て「
公
開
す
る
」
と

の
議
会
答
弁
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
企
画
政
策
課
以
外
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
発
信
が
見
当
た

ら
な
い
。
議
会
答
弁
で
の
質
疑
内

容
を
起
案
し
た
課
だ
け
で
な
く
、

庁
内
全
体
で
共
有
し
て
ほ
し
い
。

【
企
画
政
策
課
長
】
課
長
会
議
で

再
確
認
し
全
体
化
す
る
。

●
仲
南
地
区

盛
り
上
げ
る
取
り
組
み

【
委
員
】
琴
南
地
区
の「
こ
と
な

み
未
来
会
議
」
の
よ
う
な
団
体

の
立
ち
上
げ
も
含
め
、
仲
南
地

区
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
仲
南
支
所
長
】
各
自
治
会
な
ど

と
も
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。
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一般質問 一般質問一般質問 一般質問

防　災問

答
実効性のある災害、防災対策を行う

住民の安心と
安全を下げない

災害時の
　　  現実的対応策と計画は

鈴
す ず き

木 崇
たかひろ

容
議員

鈴木　崇容 ○住民と共に進める防災改革 19p

竹林　昌秀
○町長の地域振興観を問う。地域振興とは何を目指して、どのような施策を展開するのか。

地勢、産業、生活事情に沿って、旧村地域ごとの手立てが要るのではないか。条件不利
地域振興諸法の駆使を求める。

○直近の学校給食の動向を問う。
○塩入温泉の民営化の展開手法とその展望を問う。

20p

川西　米希子 ○災害時における避難所開設体制と施設活用 20p

京兼　愛子 ○まんのう町を元気まんまんにする呼びかけ 21p

石﨑　保彦 ○持続可能で夢の持てるまんのう町の将来ビジョン 21p

常包　恵 ○農業用水の消防水利活用
○仲善クリーンセンター廃止後のゴミ収集 22p

真鍋　泰二郎 ○地籍調査と災害復旧
○ハイキングコースの整備 22p

白川　正樹 ○綾子踊を伝承する会館建設の考えはあるか。 23p

川原　茂行 ○農林業の振興 23p

鈴
木　
本
町
と
し
て
今
後
、

防
災
改
革
を
進
め
る
中
で
新

た
な
制
度
設
計
と
し
て
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促
進

補
助
事
業
の
強
化
と
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
で
、
災
害
時

に
避
難
で
き
な
い
高
齢
者
を

ど
の
よ
う
に
し
て
守
り
、
早

急
な
対
応
策
と
強
化
を
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　
令
和
８
年
度
か
ら
地

震
発
生
時
の
電
気
火
災
を
防

ぐ
た
め
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
補
助
事
業
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
購
入
設
置

に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
2

以
内
、
１
万
円
を
限
度
と
し

て
補
助
す
る
。
ま
た
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難

行
動
要
支
援
者
の
避
難
に
関

し
て
は
、
避
難
基
準
を
ま
と

め
て
、
き
め
細
や
か
な
具
体

的
な
内
容
、
計
画
を
策
定
す

る
。

一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！
一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を問うものです。

これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答えます。

町議会
ホームページ
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

防災対策強化

地域振興

答

答

避難所に電子鍵の導入を

何を目指すのか

前向きに検討

活性化して、存続させる

問

問

川
西　
避
難
所
に
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク（
電
子
鍵
）の
導
入
を
し

て
は
ど
う
か
。平
時
に
お
い
て

も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

町
長　
避
難
所
の
迅
速
な
開

設
と
平
時
に
お
い
て
も
施
設

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
両

面
で
大
変
有
効
な
手
段
で
あ

る
。先
進
事
例
を
調
査
研
究

し
モ
デ
ル
施
設
で
の
試
行
導

入
な
ど
段
階
的
な
取
り
組
み

の
検
討
を
前
向
き
に
進
め
て

い
き
た
い
。

川
西　
琴
南
地
区
の
未
来
館

（
旧
中
学
校
）は
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
、日
常
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
施
設
機
能
を
踏
ま
え
災
害

時
の
活
用
や
避
難
所
指
定
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
避
難
所
指
定
の
体
育

館
を
使
用
す
る
場
合
は
、一
体

的
な
施
設
で
あ
る
未
来
館
の

駐
車
場
、運
動
場
、厨
房
施
設

や
ト
イ
レ
等
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
は
当
然
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。避
難
者
の

負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
災
害

時
の
未
来
館
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。	

町
長　
北
で
は
企
業
誘
致
し

て
、
雇
用
促
進
を
図
る
。
南

で
は
ひ
ま
わ
り
な
ど
、
特
産

品
の
開
発
を
お
こ
な
う
。

竹
林　

長
炭
、吉
野
、神
野
、

四
条
、高
篠
を
ど
う
す
る
の

か
。

町
長　
満
濃
は
通
勤
圏
だ
か

ら
、
宅
地
化
を
進
め
る
。
住

宅
立
地
の
条
件
は
、
全
町
同

じ
基
準
に
す
る
。

　
国
営
公
園
と
県
森
林
公
園

と
コ
ラ
ボ
し
た
観
光
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

　
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
集
積
は

民
業
の
判
断
で
あ
る
が
、
町

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

る
。

川
西　

災
害
時
は
、迅
速
な

避
難
所
開
設
体
制
と
既
存
施

設
の
有
効
活
用
が
重
要
で
あ

る
。

　
施
設
の
鍵
管
理
者
が
不
在

の
場
合
や
町
職
員
が
鍵
を
持

ち
出
せ
な
い
場
合
、避
難
所
開

設
に
遅
れ
が
生
じ
る
可
能
性

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

町
長　
地
震
な
ど
急
に
発
生

す
る
災
害
の
場
合
は
、開
設
が

遅
れ
る
可
能
性
は
認
識
し
て

い
る
。

川
西　
特
定
の
個
人
に
開
設

を
依
存
し
な
い
体
制
と
し
て
、

自
治
会
長
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
複
数
で
関
わ
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
の
お
考
え

は
。

町
長　
今
後
、鍵
管
理
委
任
に

つ
い
て
、施
設
周
辺
の
自
治
会

役
員
や
自
主
防
災
組
織
の
代

表
者
の
方
な
ど
と
協
議
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

竹
林　
ど
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
す
る
の
か
。

町
長　
経
済
、
人
口
、
生
活

基
盤
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
強

化
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

担
い
手
の
育
成
が
問
題
で
あ

る
。

竹
林　
旧
村
地
域
ご
と
の
手

立
て
が
要
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　
検
証
し
て
い
く
。

竹
林　
美
合
と
造
田
は
、
高

松
へ
の
通
勤
圏
に
な
れ
そ
う

だ
。

町
長　

お
試
し
移
住
と
か
、

定
住
促
進
し
て
い
く
。
交
流

人
口
も
道
の
駅
や
大
川
キ
ャ

ン
プ
場
で
増
や
し
た
い
。

竹
林　
仲
南
は
、
南
北
で
別

の
構
想
が
要
る
の
で
は
な
い

か
。

時代に合う備えを

町はインフラ整備で、
民間活力を引き出そう

川
か わ に し

西 米
ま き こ

希子
議員

竹
たけばやし

林 昌
まさひで

秀
議員

見てよし食べてよしのひまわり
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

笑顔のまちづくり

まんのう町の将来

町
長　
北
で
は
企
業
誘
致
し

て
、
雇
用
促
進
を
図
る
。
南

で
は
ひ
ま
わ
り
な
ど
、
特
産

品
の
開
発
を
お
こ
な
う
。

竹
林　

長
炭
、吉
野
、神
野
、

四
条
、高
篠
を
ど
う
す
る
の

か
。

町
長　
満
濃
は
通
勤
圏
だ
か

ら
、
宅
地
化
を
進
め
る
。
住

宅
立
地
の
条
件
は
、
全
町
同

じ
基
準
に
す
る
。

　
国
営
公
園
と
県
森
林
公
園

と
コ
ラ
ボ
し
た
観
光
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

　
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
集
積
は

民
業
の
判
断
で
あ
る
が
、
町

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

る
。

京
兼　
本
町
は
平
成
18
年
3

月
3
町
合
併
に
よ
る
誕
生
以

降「
元
気
ま
ん
ま
ん
～
水
と

緑
が
ひ
と
を
育
み
支
え
合
う

ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
合
併
し
て
20
年
の
間
に
、

著
し
く
社
会
が
変
化
し
、
人

口
減
少
が
進
み
、
住
民
の
く

ら
し
を
守
る
事
が
苦
し
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

行
政
か
ら
窓
口
対
応
や
電
話

対
応
の
時
に
明
る
く
は
っ
き

り
と
元
気
ま
ん
ま
ん
に「
ま

ん
の
う
町
○
○
課
で
す
」と

呼
び
か
け
運
動
を
し
、
笑
顔

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

石
﨑  

３
町
合
併
か
ら
20
年

の
時
が
流
れ
、合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
有
利
な
町
政
運

営
も
終
了
し
た
。ま
ん
の
う

町
は
今
、新
し
い
時
代
の
入

り
口
に
立
っ
て
い
る
。こ
れ

か
ら
の
４
年
間
で
町
長
は
、

ま
ん
の
う
町
を
ど
の
よ
う
な

町
に
し
て
い
き
た
い
の
か
？

町
長
の
思
い
描
く
ま
ん
の
う

町
の
将
来
を
問
う
。

町
長  

５
点
あ
る
。１
つ
目

は
、住
民
一
人
一
人
が
役
割

を
持
ち
、地
域
が
つ
な
が
り
、

助
け
合
い
な
が
ら
地
域
を

創
っ
て
い
く 

「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」 

２
つ
目
は
、心
の

豊
か
な
人
材
を
育
て
、全
て

の
人
が
輝
く
町
を
目
標
に
、

子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実

に
よ
る「
人
の
創
生
」 

３
つ

町
長　

本
町
も
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
町
を
元
気
に

す
る
た
め
の
施
策
を
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
優
先
順
位
を

明
確
に
し
て
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
窓
口
対

応
に
お
け
る
挨
拶
や
明
る
い

対
応
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
元

気
ま
ん
ま
ん
の
気
持
ち
で
業

務
に
取
り
組
み
、
そ
の
姿
勢

を
住
民
の
皆
様
に
、
届
け
る

こ
と
で
ま
ん
の
う
町
全
体
を

元
気
に
し
た
い
。

目
は
、新
規
就
農
者
の
発
掘
、

農
業
の
担
い
手
の
育
成
と
確

保
に
努
め 

「
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
す
新
た
な
制
度
構

築
」 

と 

「
農
業・林
業・商
工・

観
光
」 

を
連
携
さ
せ
た
地
域

経
済
の
活
性
化
。４
つ
目
は
、

観
光
振
興
に
よ
る
新
し
い
人

の
流
れ
を
創
出
し 「
来
訪
者・

交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の

魅
力
発
信
」 

に
よ
る
経
済
の

発
展
。５
つ
目
は
、児
童
生
徒

た
ち
が
、ふ
る
里
に
関
心
と

愛
着
を
持
ち
、歴
史
に
触
れ
、

課
題
を
見
つ
け
、「
将
来
の
町

づ
く
り
の
担
い
手
づ
く
り
」 

を
行
う
。以
上
の
5
点
に
取

り
組
む
。

石
﨑　
５
つ
の
実
現
の
た
め

に
町
長
が
最
も
重
要
と
考
え

る
具
体
的
な
一
手
は
何
か
。

町
長　
最
も
重
要
と
考
え
る

具
体
的
な
一
手
は 

「
人
づ
く

り
」 

で
あ
る
。子
ど
も
た
ち
の

育
成
、若
者
の
定
住
促
進
、地

域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
む
。

問

問

答

答

全職員で共有し、実践する

住民・議員・職員が一丸となって、知恵を出し力を合わせる

笑顔のまちづくりを

住民・行政・議会
の三位一体力

持続可能で夢の持てる
       我が町の将来ビジョン

京
きょうかね

兼 愛
あ い こ

子
議員

石
いしざき

﨑 保
やすひこ

彦
議員

元気まんまんにする
　　　 　呼びかけを
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

消防水源

地籍調査と災害復旧

消防水利として指定できるか協議する

災害時の迅速な復旧作業に活かす

常
包　
全
国
各
地
で
大
規
模

林
野
火
災
が
発
生
し
、町
内

で
も
建
物
、林
野
火
災
が
相

次
い
だ
。一
方
で
30
年
に
一
度

の
少
雨
、か
ら
っ
か
ら
の
状
態

だ
っ
た
。消
火
栓
、防
火
水
槽

な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、た
め

池
や
農
業
用
水
を
も
っ
と
活

用
で
き
な
い
か
。冬
場
の
池

干
し
も
消
防
水
源
確
保
の
た

め
に
、町
が
調
整
で
き
な
い

か
。パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
農
業

用
水
路
に
消
火
栓
を
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
取
水
施
設
の
整
備
や

水
利
権
の
調
整
が
必
要
で
、消

防
水
利
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
南
部
消

防
と
協
議
を
進
め
る
。

真
鍋  

地
籍
調
査
の
成
果
は
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
迅
速
な
復

旧
に
ど
う
活
か
さ
れ
る
の

か
。ま
た
、大
規
模
災
害
時
に

町
全
体
の
復
旧・
復
興
を
円

滑
に
進
め
る
上
で
、ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
、今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。

町
長　

近
年
、地
震
や
豪
雨

な
ど
自
然
災
害
が
多
発
す
る

中
、地
籍
調
査
は
災
害
復
旧・

復
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。調
査
済
み
地
域
で
は
、土

地
境
界
を
座
標
値
で
管
理
し

て
い
る
た
め
、道
路
や
公
共

施
設
、住
宅
再
建
時
に
も
迅

速
か
つ
正
確
に
境
界
を
復
元

で
き
る
。一
方
、未
実
施
地
域

で
は
境
界
確
認
に
時
間
を
要

し
、復
旧
の
遅
れ
や
隣
地
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

る
。本
町
で
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
将
来
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、地
籍
調
査
を
計

画
的
に
進
め
、災
害
対
応
や

土
地
管
理
、固
定
資
産
管
理

な
ど
へ
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

真
鍋  

地
籍
調
査
の
成
果
の
、

今
後
の
活
用
方
針
を
問
う
。

町
長　

地
籍
調
査
の
成
果

を
、災
害
復
旧
だ
け
で
な
く
、

土
地
売
買
や
宅
地
造
成
、農

地
転
用
、固
定
資
産
の
適
正

化
、公
共
物
の
管
理
な
ど
、幅

広
い
分
野
で
活
用
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

問

問

答

答

ため池、農業用水管路を
　　　　消火活動に活用を

地籍調査の成果を
　   　どう活用するのか

渇水期にため池に
水があると安心

地籍調査は
災害復旧のかなめ

常
つねかね

包  恵
めぐみ

 
議員

真
ま な べ

鍋 泰
たいじろう

二郎
議員

常
包　
仲
善
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
令
和
9
年
度
で
閉
鎖

し
、ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
に

統
合
す
る
と
聞
く
。可
燃
ご

み
、不
燃
ご
み
、粗
大
ご
み
の

収
集・
処
理
、個
人
で
持
ち
込

む
場
合
や
、イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
有
害
鳥
獣
の
処
理
は
ど
う

な
る
か
。

町
長　
令
和
10
年
3
月
か
ら

一
本
化
と
な
る
。可
燃
に
加
え

て
不
燃・粗
大
ご
み
も
住
民
自

ら
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る

が
、住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
軽

減
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、

民
間
処
理
施
設
と
も
協
議
中

で
あ
る
。 仲善クリーンセンター

廃止後のゴミ処理は

中讃広域管内は
クリントピア丸亀に一本化

答

問
ごみ処理　
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

農業振興

白
川　
装
具
、
衣
装
は
佐
文

公
民
館
の
２
部
屋
に
収
納
し

て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
か
ら
、
多
く
の
団
体
か

ら
、
綾
子
踊
を
見
た
い
の
で

披
露
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が

あ
る
。
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ

と
２
時
間
ほ
ど
か
か
る
が
、

短
縮
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
披
露
す

る
に
し
て
も
綾
子
踊
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
と
解
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
構
成
し
て

い
る
。
出
張
公
演
の
度
に
積

み
下
ろ
し
に
苦
労
し
て
い

る
。
装
具
、
衣
装
が
一
ヶ
所

で
、
し
か
も
車
両
に
積
み
や

す
い
建
物
が
あ
れ
ば
保
存
会

役
員
の
負
担
も
軽
く
な
る
。

綾
子
踊
保
存
会
と
し
て
は
、

１
９
７
６
年
に
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
な
り
伝

承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し

川
原  

気
候
変
動
に
よ
り
少

雨
と
集
中
豪
雨
が
常
態
化
す

る
中
、極
端
な
気
象
へ
の
対

応
は
急
務
で
あ
る
。昨
年
9

月
の
質
問
を
踏
ま
え
、限
ら

れ
た
水
資
源
の
適
切
な
運
用

や
、洪
水
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
の
配
分・

調
整
に
つ
い
て
、現
時
点
で

町
は
ど
の
よ
う
な
計
画
や
対

応
方
針
を
整
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
渇
水
と
洪
水
と
い
う

両
極
端
な
気
象
へ
の
対
応

と
し
て
、町
は
広
域
連
携
と

ハ
ー
ド・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

対
策
を
推
進
す
る
。渇
水
時

は
、本
年
策
定
の「
渇
水
対
策

て
２
０
２
２
年
に
は
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
住
民
み
ん
な
が
伝
承
す

る
こ
と
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
っ
た
。
今
年
は
ユ
ネ
ス

コ
登
録
さ
れ
初
め
て
の
公
開

の
年
に
な
り
、
例
年
よ
り
大

勢
の
方
が
見
学
に
来
る
だ
ろ

う
と
思
う
。
国
指
定
か
ら
50

周
年
、
合
併
20
周
年
、
秋
の

公
開
日
に
伝
承
会
館
の
建
設

を
宣
言
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
衣
装
や
道
具
類
は
数

が
多
く
、
さ
ら
に
出
張
公
演

の
機
会
も
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
課
題

等
に
つ
い
て
、
国
や
県
の
補

助
金
や
交
付
金
制
度
を
精
査

し
て
検
討
し
て
い
く
。　

マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
よ
り
水
道

企
業
団
と
連
携
を
深
め
、軽

ト
ラ
対
応
可
能
な
給
水
タ
ン

ク
で
機
動
的
な
給
水
体
制
を

構
築
す
る
。洪
水
時
は
、国・

県
と
協
力
し
た
河
川
整
備
に

加
え
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
周

知
と
個
別
避
難
計
画
の
策
定

を
通
じ
、全
庁
挙
げ
て
住
民

の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

問

問 渇水・洪水への
　　　 具体的計画と方針は

白
しらかわ

川 正
ま さ き

樹
議員

川
かわはら

原 茂
しげゆき

行
議員

答

答

国や県の補助金や交付金を精査して検討する

広域連携で渇水・洪水対策を総合的に推進する

保存会の負担を軽く

気候変動への対策を

綾子舞会館（新潟県）※柏崎市HPより

伝承会館の建設を

23 まんのう町まんのう町議会議会だより　vol.59だより　vol.59

綾子踊会館



まんのう町の春夏秋冬

里山の暮らしのそばに咲く花々（琴南地区/R8年５月）撮影：川西議員

すもも…庭先から

（仲南地区/R8年３月）撮影
：新開議員

 木蓮…光につつまれて（満濃地区/R8年５月）撮影：石﨑議員

もく れん

Magazine Phot o Gallery

ムラサキ
ツユクサ
ムラサキ
ツユクサ

フウランフウラン

アマリリスアマリリス

#人と自然が輝くまち

香川県 まんのう町

住みやすい町づくりを目指して
https://www.town.manno.lg.jp/life/4/25/ 皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

香
川
県

ま
ん
の
う
町

発
行
責
任
者
：
ま
ん
の
う
町
議
会
議
長
　
大
西
　
樹

編
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ま
ん
の
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町
議
会
広
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特
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委
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印
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株
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会
社
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栄
社

令
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８
年
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１
日
発
行

2026.7 N
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あ
と
が
き

議員が編集した、まんのう町民と議会をつなぐ広報誌

2026

59
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令和８年
７月１日発行

NO.

７月バージョン
まんテンちゃん

      

　委
員
長

　 真
鍋
　泰
二
郎     

　春
風
や 

闘
志
い
だ
き
て 

丘
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

高
浜
虚
子

　改
選
を
経
て
、
１4
名
の
議
員
が
出
揃

い
ま
し
た
。

　新
人
・
若
手
の
斬
新
な
視
点
と
、
ベ

テ
ラ
ン
の
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
、
議

会
の
本
分
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
議
会
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
声
を
な
く
せ
る
よ
う
、
議
会
広

報
委
員
会一同
、「
議
会
だ
よ
り
」の
新
た

な
形
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

まんのう町議会
ホームページ

Magazine Phot o Gallery

　～人と自然が輝くまち～

Magazine Phot o Gallery

　～人と自然が輝くまち～

今回の定例会

３月

９月

12月 ６月
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石
　﨑
　保
　彦

〈 

委  

　  

員 

〉  

森   

　
　
　
　敬

14 名のレギュラーチームで
　４年間、力を合わせて
　頑張ろう。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算
額
は

１
２
０
億
９
１
０
０
万
円

に
し
ま
す
。

例によって覚え方はまんのう町の
ひとには悔いが残らないように執行しよう。

異議なし

１ ２ ０ ９ １

より開かれた議会へ！
作・画　願井　叶


